
１．件 名：北海道電力株式会社泊発電所の原子力事業者防災訓練の事前説

明等について 

 

２．日 時：令和3年11月11日 13:55～15:10 

 

３．場 所：原子力規制庁3階 室内会議卓 

 

４．出席者 

原子力規制庁 緊急事案対策室 

平野室長補佐、澤村防災専門官 

（以下、テレビ会議システムによる出席） 

内閣府 政策統括官（原子力防災担当）付 

   参事官（総合調整・訓練担当）付 

    太田政策調査員 

北海道電力株式会社 

   泊発電所 防災・安全対策室長 他12名 

 

５．要 旨 
北海道電力株式会社から、同社泊発電所における原子力事業者防災訓

練の計画概要に関して、前回の面談を踏まえて見直した事項として、訓
練評価指標の指標6における能力向上を促せるような実効性のある事故
シナリオについての説明があった（資料１）。 
原子力規制庁から、実動訓練や指揮者の判断能力等の観点から、能力

向上を促す実効性のある訓練シナリオとなるよう考慮した事項を確認し、
必要に応じて、この評価結果を訓練報告において説明するよう伝えた。 

北海道電力株式会社から、本日の面談を踏まえて対応するとの回答が

あった。 

 

６．その他 

配布資料： 
資料 1 泊発電所防災訓練計画説明に係る面談（５週間前）時の確認

事項 


